
　
新
し
い
年
を
迎
え
て
早
く
も
１
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
皆
様
も
希
望
を
新
た
に
平

成
２６
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
は
昨
年
制
定
し
た
「
足
利

市
議
会
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
全
議
員

に
よ
る
「
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
」

を
昨
年
１１
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
今
月
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
議
会
報
告
会
は
回
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に

あ
た
り
、
少
し
で
も
市
議
会
の
活
動
を
提

供
し
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
広
報
委
員
）

編
集
雑
感

12

こ
の
市
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

こ
の
市
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

第３２７号 平成２６年２月１日発行足利市議会だより

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

３
月  

定
例
会
開
催
予
定

日
　
　
時

会
議
の
種
類

傍
聴
の

可
　
否

！

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
提
案
説
明
）

〃（
質
疑
に
あ
わ
せ
て
一
般
質
問
）

〃（　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

）

〃（　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

）

　
（
議
案
の
各
委
員
会
へ
の
付
託
）

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
〃

総
務
企
画
防
災
常
任
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
第
2
分
科
会

民
生
環
境
水
道
常
任
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
第
1
分
科
会

教
育
経
済
建
設
常
任
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
第
3
分
科
会

議
会
運
営
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告・表
決
等
）

2
月
20
日
㈭
10
時
〜

　
　

27
日
㈭
14
時
〜

3
月
7
日
㈮
10
時
〜

　
　

10
日
㈪
10
時
〜

　
　

12
日
㈬
10
時
〜

　
　

13
日
㈭
10
時
〜

　
　

14
日
㈮
10
時
〜

　
　

17
日
㈪
10
時
〜

　
　
　
　
　

14
時
〜

　
　

19
日
㈬
10
時
〜

　
　
　
　
　

14
時
〜

　
25
日
㈫
9
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

10
時
〜

　
　
　
　
　

14
時
〜

○○○○○××○×○×○×○×○

※
本
会
議
な
ど
の
開
催
日
時
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
傍
聴
の
受
付
は
会
議
開
始
の
1
時
間
前
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
議
会
事
務
局
（
☎
⑳
２
２
０
４
）
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
市
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

【
平
成
25
年
10
月
29
日
・
30
日
】

○
福
島
県
相
馬
市

　
東
日
本
大
震
災
の
対
応
及
び
そ
の
後
の

復
興
状
況
に
つ
い
て

　
相
馬
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う

未
曾
有
の
災
害
の
中
で
、
市
役
所
を
は
じ

め
地
域
の
消
防
団
や
警
察
、
自
衛
隊
等
が

結
束
し
て
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。
市

民
の
安
否
確
認
や
避
難
所
の
運
営
、
生
活

物
資
の
輸
送
等
で
独
自
に
迅
速
な
対
応
を

図
る
な
ど
現
場
対
応
力
は
極
め
て
高
い
。

本
市
に
お
い
て
も
、
日
頃
か
ら
災
害
時
を

想
定
し
、
行
政
と
地
域
が
連
携
し
て
力
を

発
揮
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

○
福
島
県
会
津
若
松
市

議
会
基
本
条
例
制
定
後
の
議
会
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
会
津
若
松
市
で
は
、
平
成
２０
年
に
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
、
市
民
と
の
意
見
交

換
会
や
政
策
討
論
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

市
民
参
加
型
の
議
会
改
革
を
進
め
て
い

る
。
本
市
も
、
議
会
基
本
条
例
制
定
後
の

取
り
組
み
と
し
て
議
会
報
告
会
や
議
員
間

討
議
等
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、
会
津
若

松
市
の
取
り
組
み
は
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

 

総
務
企
画
防
災
常
任
委
員
会

【
平
成
25
年
10
月
29
日
・
30
日
】

○
山
梨
県
甲
府
市

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
小
水
力
発
電
）
施
策

に
つ
い
て

　
甲
府
市
で
は
、
民
間
会
社
と
共
同
で
、

浄
水
場
に
汲
み
上
げ
た
水
を
市
内
に
配
水

す
る
前
に
、
減
圧
槽
内
で
高
低
差
を
利
用

し
た
小
水
力
発
電
を
行
っ
て
い
る
。
本
市

で
の
活
用
は
、
水
量･

落
差
等
の
調
査
検

討
が
必
要
で
あ
る
が
、
水
道
水
を
利
用
し

て
の
発
電
の
発
想
は
と
て
も
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。

○
長
野
県
御
代
田
町

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
進
に
つ
い
て

　
す
べ
て
の
世
代
の
方
に
ポ
ー
ル
を
使
っ

た
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
勧
め
て
い

る
。
そ
の
特
徴
は
体
重
を
４
点
で
支
え
る

た
め
、
腰
・
ひ
ざ
の
負
担
が
軽
く
、
ま

た
、
全
身
の
筋
肉
の
９０
％
を
使
う
の
で
、

普
通
に
歩
く
よ
り
３０
％
増
の
運
動
効
果
を

得
ら
れ
、
健
康
増
進
に
最
適
で
あ
る
。
生

活
習
慣
病
予
防
に
も
有
効
で
あ
り
、
本
市

で
も
推
進
で
き
れ
ば
市
民
の
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

民
生
環
境
水
道
常
任
委
員
会

【
平
成
25
年
10
月
29
日
・
30
日
】

○
長
野
県
伊
那
市

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　
伊
那
市
で
は
、
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
地
区
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た

め
、
同
地
区
内
の
賃
貸
借
も
し
く
は
売
買

を
希
望
す
る
空
き
家
情
報
を
「
空
き
家
バ

ン
ク
」
に
登
録
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
じ
て
利
用
希
望
者
に
情
報
提
供
し

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
空
き
家
に

関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
空
き
家
の
有
効
活
用
と
い
う
点
で
大

変
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

○
長
野
県
千
曲
市

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
都
市
と
農
村
の
交
流
を
図
る
取
り
組
み

の
中
で
「
棚
田
貸
し
ま
す
制
度
」
は
、
県

内
外
の
方
が
棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
り
、

一
連
の
農
作
業
を
体
験
し
た
り
、
棚
田
の

景
観
保
全
を
資
金
面
で
支
援
し
て
い
く
制

度
で
あ
る
。
本
市
で
も
足
利
の
地
の
利
を

生
か
し
た
地
域
の
活
性
化
を
図
れ
た
ら
と

思
う
。

教
育
経
済
建
設
常
任
委
員
会

各委員の視察報告書については、市議会ホームページに掲載しております。
常任委員会の行政視察を実施しました 常任委員会の行政視察を実施しました ！常任委員会の行政視察を実施しました ！

▲ 相馬市防災備蓄倉庫にて

▲ 甲府市山宮発電所にて

▲ 千曲市姥捨の棚田にて

◎栗原、○吉田、杉田、柳、渡辺、河内、
平塚　各委員

◎荻原、○小林（雅）、金子、冨永、尾関、
黒川、酉田、常見　各委員

◎大島、○横山、小林（貴）、中島、小林（克）、
藤生　各委員

※

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長


